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祈りの課題
　東北教区

⚫�2022年度、新たに策定される東北
教区長期宣教計画が主の御心にかな
い、用いられるように。

⚫�2022年3月16日の地震で被災した
人々に主の助けが与えられるように。
被災した教会の復旧・復興が前進す
るように。

郵便振替 02200-7-9490
　「日本基督教団東北教区」

　関東教区

⚫�ナルドの壺献金運動を通して、受給
教会の伝道が進みますように。また、
献金に参加することで、共に伝道に
参与できますように。

⚫�豪雪地の伝道の上に。特に雪害に遭
っている妙高高原教会のために。

郵便振替 00140-3-67727
　「日本基督教団関東教区」

東
北
教
区 

　

宮
城
・
石
巻
栄
光
教
会
員
で
「
一
般
社
団
法
人

シ
ャ
ロ
ー
ム
い
し
の
ま
き
」
理
事
長
の
大
林
健
太

郎
さ
ん
は
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
以
来
、

石
巻
で
地
域
に
仕
え
る
働
き
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

シ
ャ
ロ
ー
ム
い
し
の
ま
き
は
、
２
０
１
０
年
よ

り
、
北
海
道
「
浦
河
べ
て
る
の
家
」
の
理
念
に
学

び
つ
つ
、
精
神
障
害
当
事
者
と
家
族
・
支
援
者
を

中
心
に
、
石
巻
地
域
に
根
ざ
し
た
精
神
保
健
福
祉

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
世
に
あ
っ
て
、
生

き
る
こ
と
に
困
難
を
強
い
ら
れ
て
い
る
人
た
ち
が
、

互
い
の
弱
さ
を
強
さ
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
可
能
性

を
生
か
す
べ
く
集
っ
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
石
巻
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
、

シ
ャ
ロ
ー
ム
い
し
の
ま
き
の
メ
ン
バ
ー
の
多
く
も

被
災
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り
な
が

ら
、
２
０
１
１
年
５
月
に
は
精
神
障
害
当
事
者
た

ち
に
よ
る
「
土
曜
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
再
開
。
２

０
１
４
年
に
一
般
社
団
法
人
と
な
り
、
２
０
１
８

年
に
は
宮
城
県
か
ら
の
認
可
を
受
け
て
、
就
労
継

続
支
援
B
型
事
業
所
「
就
労
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

べ
て
る
の
風
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

べ
て
る
の
風
で
は
石
巻
の
基
幹
産
業
で
あ
る
水

産
業
の
復
興
・
再
生
・
活
性
化
の
実
現
を
目
標
に
、

障
害
を
抱
え
る
利
用
者
が
、
地
域
企
業
か
ら
委
託

さ
れ
た
軽
作
業
や
販
売
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
そ

の
ほ
か
に
も
こ
れ
ま
で
、
６
回
に
わ
た
り
「
障
が

い
で
町
興
し
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
、
障
害
当
事
者
の
社
会
活
躍
に
つ
い
て
啓
発

し
て
き
ま
し
た
。

　
「
私
た
ち
の
行
い
は
大
河
の
一
滴
に
す
ぎ
な
い
。

で
も
、
何
も
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
一
滴
も
生
ま
れ

な
い
」（
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
）。
大
林
さ
ん
の
モ
ッ
ト

ー
で
す
。
今
後
も
石
巻
の
地
で
、
困
難
を
抱
え
た

人
々
に
寄
り
添
い
、
共
に
悩
み
、
共
に
喜
び
な
が

ら
、
神
と
人
に
仕
え
る
働
き
を
継
続
し
て
い
き
ま

す
。�

（
東
北
教
区
総
会
副
議
長　

関
川
祐
一
郎
）

大林健太郎さん

ナ
禍
の
緊
急
謝
儀
支
援
に
も
用
い
ま
し
た
。

ナ
ル
ド
の
壺
献
金
は
教
区
連
帯
の
柱
で
す
。
関

東
教
区
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
自
然
災
害
に
直
面
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
度
に
教
え
ら
れ
る
の
が
主
に

あ
る
連
帯
の
恵
み
で
す
。
信
徒
の
提
案
に
よ
っ
て

始
め
ら
れ
た
こ
の
献
金
運
動
は
、
主
に
捧
げ
ら
れ

た
ナ
ル
ド
の
香
油
の
よ
う
に
教
区
全
体
を
祈
り
と

喜
び
の
香
り
で
包
み
、
連
帯
の
恵
み
で
満
た
し
て

い
ま
す
。�

（
関
東
教
区
総
会
副
議
長　

熊
江
秀
一
）

１
９
８
８
年
に
教
会
の
門
を
た
た
き
ま
し
た
。

会
社
生
活
を
と
お
し
て
醜
く
汚
い
社
会
と
、
そ
れ

に
漬
か
っ
て
い
く
自
分
が
嫌
に
な
っ
た
の
で
す
。

地
区
の
集
会
で
「
平
衡
資
金
」
と
い
う
言
葉
を
知

り
ま
し
た
。
財
政
的
に
豊
か
な
教
区
と
厳
し
い
教

区
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
と
知

り
感
動
し
ま
し
た
。
教
会
は
互
い
を
思
い
合
う
世

界
で
あ
る
と
わ
か
り
、
洗
礼
を
受
け
ま
し
た
。

関
東
教
区
で
は
こ
の
互
い
を
思
い
や
る
気
持
ち

を
ナ
ル
ド
の
壺
献
金
と
し
て
具
現
化
し
て
い
ま
す
。

教
職
も
信
徒
も
一
致
協
力
し
て
捧
げ
ま
す
。
今
は

信
徒
同
士
の
交
流
も
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ナ
ル

ド
の
壺
献
金
を
と
お
し
て
多
く
の
教
会
、
信
徒
と

交
流
で
き
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。「
さ

す
が
教
会
の
世
界
は
す
ば
ら
し
い
」
と
い
う
思
い

が
私
の
信
仰
生
活
の
支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

�

（
茨
城
・
竜
ヶ
崎
教
会
員　

平
野
和
雄
）

関
東
教
区 

関
東
教
区
は
ナ
ル
ド
の
壺つ

ぼ

献
金
に
よ
る
互
助
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
献
金
運
動
は
関
東
教

区
内
の
一
人
の
信
徒
の
提
案
に
よ
り
１
９
８
６
年

に
始
ま
り
ま
し
た
。

年
間
１
２
０
０
万
円
（
22
年
度
）
を
目
標
に
、

１
人
１
日
10
円
を
教
区
の
伝
道
の
た
め
に
捧
げ
ま

す
。
謝
儀
互
助
（
22
年
度
は
13
教
会
・
伝
道
所
予
定
）

を
中
心
に
、
緊
急
互
助
（
教
師
と
家
族
の
病
気
や
災

害
支
援
、
隠
退
教
師
復
帰
時
の
年
金
額
減
額
支
援
）・
教

団
年
金
互
助
・
退
職
金
互
助
の
４
本
柱
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
「
ナ
ル
ド
基
金
」
と
し
て
大
規

模
災
害
時
の
謝
儀
支
援
に
備
え
て
い
ま
す
。
コ
ロ

教
区
内
の
信
徒
が
制
作
し
た
益
子
焼
の
「
ナ
ル
ド
の
壺
」
を

持
つ
熊
江
秀
一
副
議
長

日本基督教団伝道推進
基本方針
⚫ 祈祷運動 共に祈ろう

⚫ 信徒運動 共に伝えよう

⚫ 献金運動 共に献げよう

「日本基督教団全国伝道推進献金」
振替口座  00140-7-293436

毎月第３主日は日本キリスト教団の定めた
「日本伝道の推進を祈る日」です

全国17教区が取り組んでいる伝道の働きを
２教区（東京は支区）ずつ紹介します。
全国の教区・教会・伝道所を覚えて
祈りをあわせましょう。

献金についての問い合わせは
日本基督教団事務局まで（TEL 03-3202-0541）

共に祈るために


